
地方創生SDGs官民連携プラットフォーム 様式4-2

マッチングリクエストシート　　【民間企業等入力版】
整理番号：

1 民間企業等名

（民間企業等URL）

2 業種 ① 社団法人・財団法人 ⑨ 卸売・小売業、飲食店

② NPO・NGO ⑩ 金融・保険業

③ 大学・教育機関・研究機関・国機関等 ⑪ 不動産業

④ 農業・林業・狩猟業・漁業 ⑫ 運輸・通信業

⑤ 鉱業 ⑬ 電気・ガス・水道・熱供給業

⑥ 建設業 ⑭ サービス業

⑦ 製造業 ⑮ その他

⑧ 宿泊・飲食サービス業

3 事業内容

（事業内容を御記載ください。）

4 貴団体の強み

（貴団体の強みを御記載ください。）

5 達成したいＳＤＧｓのゴール ゴール１：貧困をなくそう ゴール１０：人や国の不平等をなくそう

ゴール２：飢餓をゼロに ゴール１１：住み続けられるまちづくりを

ゴール３：すべての人に健康と福祉を ゴール１２：つくる責任つかう責任

ゴール４：質の高い教育をみんなに ゴール１３：気候変動に具体的な対策を

ゴール５：ジェンダー平等を実現しよう ゴール１４：海の豊かさを守ろう

ゴール６：安全な水とトイレを世界中に ゴール１５：陸の豊かさも守ろう

ゴール７：エネルギーをみんなにそしてクリーンに ゴール１６：平和と公正をすべての人に

ゴール８：働きがいも経済成長も ゴール１７：パートナーシップで目標を達成しよう

ゴール９：産業と技術革新の基盤をつくろう

6

7 マッチング要望について

① 地域活性化 ⑨ 高齢者福祉・介護

② 移住・定住促進 ⑩ 児童福祉

③ 産業振興・企業誘致 ⑪ 教育

④ 雇用維持・創出 ⑫ 環境対策（循環型社会・新エネルギー対策等）

⑤ 男女共同参画（機会の平等） ⑬ 観光客の誘致・地域PR（インバウンドを含む）

⑥ 交通システム・公共交通対策 ⑭ 情報化（ICT・IoT・AIの利活用等）

⑦ 災害対策・防災・減災 ⑮ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑧ 健康福祉

株式会社Nature Innovation Group

（貴団体が持っているシーズや連携を通じて、

貢献できるテーマについて、御記載ください。）

https://www.i-kasa.com/

（貴団体の該当する業種を選択ください。）

（17の目標・ゴールの中で、達成したい目標・

ゴールを選択ください。※複数選択可）

観光地や人が多い場所ではオリジナルの傘を作り地域のアピールをしつつ、街中や鉄道に溢れる廃棄傘の削減になりクリーンでス

マートなまちづくりや皆様への快適な生活や観光客へのおもてなしに繋がります。

（タイトルを50文字以内で御記載ください）

（カテゴリーを選択してください※複数選択可）

街中の駅などで1日70円で傘をレンタルできる日本初の本格的なITと傘を掛け合わせた傘のシェアリングサービスです。全国800箇

所に傘スポットを設置し、丈夫でおしゃれで環境に良い傘を貸し出しています。

現在は気候変動に具体的な対策をしています。ビニール傘の使い捨てはとても環境に悪く、鉄とプラスチック素材でできているためリサイクルもしづらく環境汚染

に繋がっています。日本は世界ワースト１位の傘の消費国。傘の使い捨て削減で海や陸の豊かさを守り、住み続けられるまちづくりのため具体的に取り組んで

います。→https://www.i-kasa.com/sustainability  また、他企業と協業で傘自体をリサイクル素材にし、よりサスティナブルな傘も展開しています。→

https://www.i-kasa.com/news/ziploc

広告事業も兼ねておりユーザーの利用料を格安に抑えることができている事。また、環境問題に強いアプローチ（ビニール傘の年間

廃棄量はおよそ8000万本と言われています。ゴミ削減、CO2削減に貢献しています。）をしています。更に、ITと連動しているので

データ収集や追跡、情報配信、管理などがシステム化されており他にはないサービス提供が可能です。

SDGｓ推進に向けて取り組んでいること・

今後取り組みたいと考えていること

（SDGs推進に向けた取組や、団体のSDGs

関連の取組に関するWEBページのURL等を

御記載ください。）



①

②

③

8 連携をイメージしている団体 《任意》

9 地方公共団体等との連携実績・内容

①

②

③

10 マッチング・連携に対する意向

情報収集・共有及び意見交換等を行いたい 連携に向けての具体的な提案がほしい

11 その他

（何かございましたら、御自由に記載くださ

い。）

《任意》

関西展開では神戸市と連携し「シェアリングエコノミーを活用したまちづくり実証事業に関する三者連携協定」を結託。便利で

クリーンな街づくりを共創→https://www.city.kobe.lg.jp/a05822/press/859366663805.html

（これまでに、地方公共団体等との間でSDGs及び

地方創生に関連して連携した経験等があれば、その

内容（連携先、連携内容など）又はWEBページの

URL等を御記載ください。）

街の主要スポットに便利な傘レンタルが設置でき雨の日の移動や暑い日の熱中症対策日傘を貸し出すことができます。

100%近い返却率で無駄な傘が減り、使いたい時だけ使い、手ぶらになれるIoT傘が設置できます。

（連携を想定している地方公共団体や民間

企業等の規模感や地域・業種等があれば、御

記載ください。）

（連携先に提案できる内容について、詳細を御記載ください。）

企業や街のPRにオリジナルデザインの傘を作成できます。

環境問題やリサイクルに力を入れたい企業、街を便利にスマートシティ構想をしている地方自治体、自社のPRを新たな領域で試したい企業様など。

環境省と連携し日傘の活用促進を目指し、渋谷区、台東区賛同の下、「晴雨兼用傘シェアリングサービス」の展開を推進→

https://tomoruba.eiicon.net/articles/1046

貴団体が持っているシーズ、強みとしているもの

で、どのような連携が提案できそうか、実際の連

携イメージ等、事業提案の内容が想定できるも

のがあればお答えください。

※取り組みの詳細が分かる既存の資料など

（概念図、チラシ・パンフレット等PRできるも

の）があれば、お送りください。

福岡市と協業しスマートシティ構築にアイカサも連携。福岡市環境基本計画にある「資源を活かす循環のまちの姿」を目指し

持続可能な都市づくりにも貢献→https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000025.000036740.html

《任意》



地方創生ＳＤＧｓ官民連携事例の応募に当たって

【応募に当たっての留意事項】

・次頁以降の応募様式に取組内容等をできるだけ分かりやすく記載してください。
・取組のポイント（３つの視点）は、優良事例選考に係る会員投票及び選考委員会による選考の際の基準及び
視点になりますので、明瞭に記載してください。
・文字サイズは、11ポイント以上としてください。
・文字色は基本的に黒色を使用し、強調する箇所等は他の色も使用可とします。
・提出いただいた応募様式については、基本的にはそのまま地方創生SDGs官民連携プラットフォームのウェブサイト
に掲載いたします。

【ウェブサイト掲載に係るサムネイル画像の提供のお願い】

・応募いただいた事例については全てプラットフォームウェブ
サイトに掲載し、会員による投票を行います。
・応募事例一覧ページ（投票ページ）には、
「団体名」、「取組タイトル」、「取組概要」の記載と合わせて、
取組に関するサムネイル画像を表示しますので、
取組内容が分かるような画像を右の枠内に貼り付けて
ください。
※サムネイル画像等をクリックすると各事例の応募様式が開くような
イメージです。
※画像の形式はjpg、jpeg、gif、pngのいずれかでお願いします。
なお、掲載の 際は10KB程度にリサイズしますので、同程度の
サイズのものが望ましいです。

画像貼り付け欄



取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

1. 団体名 株式会社Nature Innovation Group
2. 連携先
の団体

環境省、JR東日本、丸井グループ、小田急電鉄、西武電鉄、ローソン等

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号：

モデル性・波及性

まず、日本で初めて本格的にITを取り入れた傘の
貸し出しサービスを展開しました。スマホを使って利
用登録をすることと課金制のモデルで「傘のシェアリ
ング」が可能になりました。よくある貸し出し傘は傘
が返却されないことが課題でしたがアイカサでは返
却率は99%以上。また、駅や商業施設など人々
が多い場所にスポットを設置することで視認性向
上やSNSと連動したアプリなどで多くの認知度を得
ることができ、1年でユーザー登録りつ100倍の成
長を達成しています。

3. 取組
目的

人々の移動を快適にし、日本から使い捨て傘をゼロにするミッション
4. 関連する
ゴール

取組に関連するゴールのマークを枠外の例示より選択
（複数可）

取組開始
時期

2018年12月
取組の
カテゴリー

環境対策IT×傘シェアのアイカサで使い捨て傘の削減と雨の日の移動を便利に快適に。

地方創生SDGsの視点

日本全国にアイカサスポットを設置し、エリアオ
リジナルのデザイン傘を作ることにより地域密
着の傘シェアリングサービスを提供しています。
住み続けられるまちづくりや気候変動に具体
的な対策を目標に、使い捨て傘を削減し、
地域を綺麗にエコで便利なアイカサを観光地、
地方都市でも展開しています。

ステークホルダーとの連携

人々の移動の始点やハブになる鉄道、不動産
（オフィスビル、マンション、シェアハウス等）、商業
施設などを運営する企業と積極的に連携し、より
多くのユーザーに認知してもらうこととより便利に快
適に利用してもらっています。また、同時に傘表面
を広告として活用することで多数のオリジナルデザ
インの傘を作り協業企業の認知向上と街を彩る
使いたくなるシェア傘を提供しています。

＜アイカサとは＞
急な雨の日に「使いたいときだけ」傘をレンタル。

必要がなくなれば好きなスポットで返却し”手ぶら”で
移動。傘をIoT化した新しい傘システム「アイカサ」は
年間およそ8000万本と言われているビニール傘の廃棄を
傘をシェアすることで削減し、人々の移動を快適にし、
クリーンでエコな社会づくりを目指しています。

2018年12月からサービスをスタートし、現在では全国
に約800ヶ所の傘レンタルスポットを設置し、24時間70円
という低価格で気軽に傘を利用することができます。

＜システム＞
公式アプリをダウンロードしたスマホにクレジ

ットカードか電子決済で決済登録をしたら、最寄
りのスポットでレンタル用QRコードを読み取るこ
とですぐに傘が利用できます。

24時間70円(税込)で、同月内なら何日借りても
420円で課金上限がストップするなど、低価格で、
環境にもよくオシャレで丈夫な傘がレンタル可能
雨が止んだらお好きなスポットで再度QRコード

を読み取ればすぐに返却完了し手ぶらで移動OK。
しかもアイカサの傘は壊れても傘骨1本から修理可
能なリペアブル傘。使いやすく環境に良い誰もが
使いたくなるシェア傘を提供しています。

＜リサイクル＞
2020年9月よりziploc素材をリサ
イクルした更に環境に良い傘を
発表。デザインはbeamsが担当
し若者を中心にオシャレなシェア傘と話題になり多くのメディア
にも取り上げて頂きました。



自由記述欄

表面に記載しきれない内容について、自由に記載ください。
・ステークホルダーとの連携体制図
・2030年までに目指すべきゴールイメージやありたい姿
・連携先の団体からのコメント
・取組に関連するホームページのURL 等

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

・傘はサスティナブルな傘を製造している株式会社サエラと協業し、細部にもこだわり、
丈夫でリサイクルしやすい傘を展開。

・現在日本全国に17種類のデザイン傘を展開。エリアや協業企業に合ったオリジナルの
デザインで街を彩り、認知向上にもつながります。

・雨の日のみならず、夏の暑い日には”日傘”としても活躍。特にアイカサの日傘はレンタル
なので男性が一時的に利用する日傘男子の需要も多く、2019年、2020年と環境省と一緒に
＜熱中症対策＞として日傘のシェアリングサービスに取り組みました。
参考→ https://www.env.go.jp/press/108366.html

・JR山手線、西武線、小田急線など首都圏の主要鉄道と連携し、沿線各駅設置を展開。
最寄り駅にあることでいつでも傘の利用に困らず「傘をシェアすることが当たり前」の時代
づくりとして傘シェアのインフラ化を構築中

・神戸市、水戸市、横浜市など地域と協定を結びエリアを拡大。

・オリジナルアプリの導入でより詳細な情報提供やデータ活用が可能に。

https://www.env.go.jp/press/108366.html
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